
ふくし共育ボランティア「グループささえ」１０月定例会 

 

■日 時 令和３年１０月５日（火） １３：３０～１５：００ 

■場 所 大田原市西地区公民館 会議室３ 

■出席者 １班：上野、矢菅  ２班：田中、今泉、朝野、平野 

３班：御代、大田原  ４班：藤田三  社協：川上 

■議 題 

１．ささえの活動状況 

１）福祉教育研修会概要報告（田中） 

・全社協という国レベルの組織があり、「全国福祉教育推進委員会」がこの研修の企

画をしている 

・この研修プログラムはかなり専門的な内容であること（我々一般のボランティアに

とって） 

・各社協の職員が真剣にこの研修に臨んでいる事 

・栃木県内の社協間には、かなり強い結びつきのネットワークが出来ている事 

・差別に対する言葉は「共生」であること 

・コロナ禍だからこそ出来る福祉教育があること 

２）今後の福祉教育見通し（川上） 

・１１月頃から実施される予定 

・１１月 ９日（火）午前中 宇田川小学校４年「障がい者と学ぼう」 

  ➡ 2班の朝野さんと平野さんが協力してくれることになりました 

・１１月１１日（木）９：３５～１１：２５ 薄葉小学校４年 

「地域で活動している人のお話しを聞く」 

    地区社協、見守り隊等、地域でどんな活動をしているか 

     ➡ ２班の田中が協力します 

２．福祉教育研修会内容詳細（川上） 

 

３．ささえ会員のボランティア活動紹介（お話しできる方） 

 

４．その他 

 



 １）児童の送迎ボランティア募集［別紙］（御代、藤田） 

  ・行政の問題では無いのか。保育園の時から続いている 

  ・コミュニティーバスや、スクールバスの利用は出来ないのか 

   ➡ 検討してみる必要はあるかもしれません。 

 ２）東京オリンピック・パラリンピックのボランティア（御代） 

  ・テニス会場の裏方として参加 

  ・運営システムの監視が仕事 

  ・事前に、ネットおよび現地での研修を受けた 

 

■次の定例会 令和３年１２月７日（火）１３：３０~１５：００ 


